
地産外商公社の平成23年度（2月末現在）の活動状況

得られた成果（2月末現在） 見えてきた課題と反省点

県内事業者の
営業活動と

商品の磨き上げ
の支援

○ 外商活動による成約 1,215件（うち定番592件）
・ の444件（うち定番264件）を大幅に超
○ 新たに外商に取り組む事業者の増（92社）
＜活動の状況＞
▼ 店舗での試食・商談会（66回・目標36回）
▼ 高知フェア（37回・ 43回）
▼ 「食の大商談会」の開催、「スーパーマーケッ
ト・トレードショー」への出展

▼ 個別の営業活動（316回の 業 勬・
279回）

▼ 商談会に向けた事前セミナーの開催
＜ による勚り の しい勱 ＞
▼ 「スーパーマーケットで買いたい食品30選」
の中に本県商品が全国最多の7商品選定

○ 県内事業者、生産者団体等とのプロモーション活動を含む外
商戦略の共有が十分ではなかった
⇒ 内プロモーション勛 会議の開催と プロ
モーション計画の策定、関係団体等との「重点品目販
売促進会議（仮称）」の開催

○ テストマーケティング（TM）が目標の4割程度に
・ 目標120商品に対して47商品の実績
⇒ 試作段階でのTMや公社による専門の販売員を雇用し
たTMを開 るな 、参加し い勧 に 時 る
とともに、県内事業者へ参加を呼びかけ

⇒ 催事に127商品が出展し、試食・対面販売を通じて
首都圏の消費者の嗜好把握につながる

販売員によるテストマーケティングを開始レストランでの試食商談会
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の中に本県商品が全国最多の7商品選定

アンテナ
ショップの運営

○ 震災の影響を除けば開業2年目の売上目標（4.1億
円）をほぼ達成（年度末売上見込み約3.9億円）

○ 経常収支が経営収支試算より約16百万円減（年度末見込み）
・ 試食販売や商品説明に対して当初の想定よりも人員
を要したことから、物販部門の人件費が増

⇒ レ の しやきめ かなシフト な き
続き人件費の適正化に努める

○ 来店者数約72万人（目標100万人）

高知県情報
の発信

○ プロモーション活動による広告効果 23億円
・ これまで培ってきた人脈やノウハウを生かした
プロモーション活動により、多 の デ アに
出し、 知 向 と販売拡大につながる

・ 地道なプロモーション活動により、「生姜のデ
パート＝まるごと高知」が定着（生姜関連商品が
オープン時の3倍に拡大）

○ 観光・ふるさと情報コーナーへの観光等の相談件数
1,191件

○ 県内事業者、生産者団体等とのプロモーション活動を含む外
商戦略の共有が十分ではなかった【再掲】

スーパーマーケット・トレードショー2012


